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はじめに
私たちが普段何気なく耳にする歌謡曲にも、ヒットするには何か理由
があるのだろうか。その共通点や相違点を探るために、歌詞の使用語彙
から、使用語彙の数と人称詞の使われ方について、考察していこうと思
う。
一
目的
歌謡曲における使用語彙から、使用語彙の数を調べる。また、人称詞
の使われ方についても調べる。
二
方法
①
一九七三・一九八三・一九九三・二〇〇三年の年間セー
ルスランキ
ング（オリコン調べ）を使い、各年上位五位までを調べる。
②
それぞれの歌詞を調べる。
③
②で調べた歌詞を文節に区切り、さらに単語単位に区切る。
④
単語（自立語）を、体（名詞・代名詞）・用（動詞）・相（形容詞・
形容動詞・副詞・連体詞）・その他の四つに分類し、曲ごとにそれぞ
れの数を数える。
⑤
調べた全ての曲における単語の使用数をまとめる。
⑥
それぞれの曲に使われている人称詞について考察する。
三
対象
今回、研究・考察するにあたって使用した歌謡曲は次の通りである。
〈一九七三年〉
一位
女のみち（宮史郎とぴんからトリオ）
作詞
宮四郎・作曲
並木ひろし
二位
女のねがい（宮史郎とぴんからトリオ）
作詞・作曲
並木ひろし
三位
学生街の喫茶店（ガロ）
作詞
山上道夫・作曲
すぎやまこういち
四位
喝采（ちあきなおみ）
作詞
吉田旺・作曲
中村泰士
五位
危険なふたり（沢田研二）
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作詞
安井かずみ・作曲
加瀬邦彦
〈一九八三年〉
一位
さざんかの宿（大川栄策）
作詞
吉岡治・作曲
市川昭介
二位
矢切の渡し（細川たかし）
作詞
石本美由起・作曲
船村徹
三位
めだかの兄妹（わらべ）
作詞
荒木とよひさ・作曲
三木たかし
四位
探偵物語（薬師丸ひろ子）
作詞
松本隆・作曲
大瀧詠一
五位
氷雨（佳山明生）
作詞・作曲
とまりれん
〈一九九三年〉
一位
ＹＡＨ
ＹＡＨ
ＹＡＨ（ＣＨＡＧＥ＆ＡＳＫＡ）
作詞・作曲
飛鳥涼
二位
愛のままにわがままに僕は君だけを傷つけない（Ｂ，ｚ）
作詞
稲葉浩志・作曲
松本孝弘
三位
ロー
ド（ＴＨＥ虎舞龍）
作詞・作曲
高橋ジョー
ジ
四位
エロティカ・セブン（サザン・オー
ルスター
ズ）
作詞・作曲
桑田佳祐
五位
裸足の女神（Ｂ，ｚ）
作詞
稲葉浩志・作曲
松本孝弘
〈二〇〇三年〉
一位
世界に一つだけの花（ＳＭＡＰ）
作詞・作曲
槇原敬之
二位
虹（福山雅治）
作詞・作曲
福山雅治
三位
ＣＯＬＯＲＳ（宇多田ヒカル）
作詞・作曲
Ｕｔａｄａ
Ｈｉｋａｒｕ
四位
さくら（独唱）（森山直太朗）
作詞
森山直太朗
御徒町凧・作曲
森山直太朗
五位
月のしずく（ＲＵＩ（柴咲コウ））
作詞
Ｓａｔｏｍｉ・作曲
松本良喜
四
結果
調査結果を以下の［表１］から［表４］にまとめた。
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［表１］楽曲別 歌詞の文節数
年平均文節数曲 名順位年
73.4
48女のみち11973
47女のねがい21973
113学生街の喫茶店31973
71喝采41973
88危険なふたり51973
84.8
59さざんかの宿11983
64矢切の渡し21983
112めだかの兄妹31983
88探偵物語41983
101氷雨51983
128.6
179ＹＡＨ ＹＡＨ ＹＡＨ11993
99愛のままにわがままに僕は君だけを傷つけない21993
142ロード31993
116エロティカ・セブン41993
107裸足の女神51993
111.0
131世界に一つだけの花12003
123虹22003
99ＣＯＬＯＲＳ32003
101さくら（独唱）42003
101月のしずく52003
99.5全体平均
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［表２］楽曲別 品詞類別
他相用体他相用体文節数曲 名順位年 ％延べ数
215295417142648女のみち11973
011434705202247女のねがい21973
11534501173857113学生街の喫茶店31973
013315609224071喝采41973
131330451111264088危険なふたり51973
58295835173459さざんかの宿11983
2823338181212464矢切の渡し21983
5111162257121825112めだかの兄妹31983
241724352115213188探偵物語41983
32436383243638101氷雨51983
4412212478213743179ＹＡＨ ＹＡＨ ＹＡＨ11993
3183444318344499愛のままにわがままに僕は君だけを傷つけない21993
21326593183784142ロード31993
01822600212570116エロティカ・セブン41993
919304210203245107裸足の女神51993
920244712263162131世界に一つだけの花12003
21628533203565123虹22003
0122761012276099ＣＯＬＯＲＳ32003
51333505133350101さくら（独唱）42003
13725551372556101月のしずく52003
［表３］年別 品詞類別
他相用体他相用体年 ％延べ数
413335013491201851973
24132736102571131521983
1515264494981652861993
614275333781512932003
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［表４］楽曲別 人称詞
二人称一人称
YOUアナタ
あなた君
あたし
わたし俺我私
自分僕僕ら
002000002000女のみち11973
001000000000女のねがい21973
000800000000学生街の喫茶店31973
010002004000喝采41973
006000000020危険なふたり51973
001000000000さざんかの宿11983
000000000000矢切の渡し21983
000000000000めだかの兄妹31983
001000001000探偵物語41983
001010002000氷雨51983
000000000100ＹＡＨ ＹＡＨ ＹＡＨ11993
000700000080愛のままにわがままに僕は君だけを傷つけない21993
000200300000ロード31993
000200026000エロティカ・セブン41993
100200000000裸足の女神51993
000000000013世界に一つだけの花12003
000500000090虹22003
002200001101ＣＯＬＯＲＳ32003
000300000002さくら（独唱）42003
000000000000月のしずく52003
1114311232162206延べ例数
117811116243作品数
五
考察・まとめ
五・一
文節数
［表１］を見ると、楽曲ごとの文節数は年々
増加傾向にある。楽曲の
長さとの関係を押さえなければならないが、年と共に歌詞が饒舌になる
といえよう。
一九九三年が特に多いのは、『ＹＡＨ
ＹＡＨ
ＹＡＨ』の歌詞にある
「ＹＡＨ」と、『ロー
ド』の同フレー
ズの繰り返しによるものである。ま
た、一九八三年の『めだかの兄妹』の文節数が多いのは、「チュン、ニャ
ン、スイ」の擬声語や擬態語によるものである。
五・二
品詞類別
［表２］［表３］を見ると、楽曲別では、体・用・相の割合（延べ語数）
にばらつきが大きいが、年ごとにまとめると大きな変動はないことに気
がつく。各年とも、体の割合は三六～五三％と増減するが、用は二六～
三三％（七三年を除くと二六～二七％）、相は一三～一五％で安定してい
る。なお、一九八三年のその他の分類が多いのは、先ほども述べたように
『めだかの兄妹』の「チュン、ニャン、スイ」の擬声語や擬態語によるも
のである。
五・三
人称詞
［表４］を見て、人称詞の使われ方が年々
変化していることがわかる。
まず、一人称と二人称の対応が「私・僕とあなた」から「僕と君」になっ
ている。一人称にはさほど変化は見られないが、二人称の使われ方が
「あなた」から「君」に変化しているのである。
一人称と二人称のうち片方しか使われていない曲もあった。『ＹＡＨ
ＹＡＨ
ＹＡＨ』は一人称しか使われていないのに対して、『女のねが
い』『学生街の喫茶店』『さざんかの宿』『裸足の女神』は二人称しか使
われていない。
次に単数・複数形について着目してみると、「僕ら」という複数を表す
一人称があるのに対して、「あなたたち」などの二人称が使われていない
ことも、この［表４］から読み取れる。
今回の研究から、各年の楽曲に対するおおまかな傾向はわかったが、
調査対象が少ないので、さらに正確なデー
タを取るには、もっと多くの
楽曲を調査する必要がある。また、他のジャンルの作品と比較してみる
ことからも、新たな発見が得られるかもしれない。
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